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江田島市地域経済動向調査（令和４年２月） 

 

■全国の景況 

 

◇月例経済報告（令和３年１２月号より） 

  『景気は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和される中で、このところ持ち直 

   しの動きがみられる。』 

 

 ・個人消費はこのところ持ち直している。 

 ・設備投資は、持ち直しに足踏みがみられる。 

 ・住宅建築は、おおむね横ばいとなっている。 

 ・公共投資は、高水準にあるものの、このところ弱含んでいる。 

 ・輸出は、おおむね横ばいとなっている。輸入は、このところ弱含んでいる。貿易・サービス収支は、赤字と 

  なっている。 

 ・生産は、持ち直しに足踏みがみられる。 

 ・企業収益は、感染症の影響が残る中で、非製造業の一部に弱さがみられるものの、持ち直している。 

  企業の業況判断は、持ち直しの動きがみられる。倒産件数は、おおむね横ばいとなっている。  

・雇用情勢は、感染症の影響が残る中で、引き続き弱い動きとなっているものの、求人等に持ち直しの動きも 

みられる。 

 ・国内企業物価は、上昇している。消費者物価は、底堅さがみられる。 

  

  『先行きについては、感染拡大の防止策を講じ、ワクチン接種を促進するなかで、各種政策の効果や海外経 

   済の改善もあって、持ち直しの動きが続くことが期待される。ただし、感染の動向が内外経済に与える影 

   響に十分注意する必要がある。また、金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。』 

  

◇中小企業景況調査（２０２１年１０～１２月より） 

  『中小企業の業況判断ＤＩは、２期ぶりに上昇した。』 

          

 ・２０２１年１０－１２月期の全産業の業況判断ＤＩは、▲23.3（前期差5.1ポイント増）となり、２期ぶり 

  に上昇した。  

 ・製造業の業況判断ＤＩは、▲19.7（前期差2.2ポイント減）となり、２期連続して低下した。 

 ・非製造業の業況判断ＤＩは、▲24.6（前期差7.5ポイント増）となり、２期ぶりに上昇した。 

 

           図表１ 中小企業の業況判断（2021年10月～12月期） 
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 ・地域別の業況判断ＤＩ（全産業）は、関東、九州・沖縄、中部、東北、四国、中国、北海道、近畿の全ての 

    地域でマイナス幅が縮小した。 

 

          図表２ 中小企業の地域別業況判断ＤＩの推移（全産業） 

              （2018年10月－12月期～2021年10月－12月期） 
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■広島県の景況 

 

◇広島県内経済情勢報告（令和４年１月） 

 

 『県内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響がみられるものの、緩やかに持ち直している』 

 

 ・個人消費：「新型コロナウイルス感染症の影響がみられるなか、横ばいの状況にある」 

          個人消費は、新型コロナウイルス感染症の影響がみられるなか、全体では横ばいの状況にあ 

        る。業態別にみると、スーパー販売、ドラッグストア販売は、内食・中食需要により食料品が 

               好調であることから、前年を上回っている。百貨店販売は、新型コロナウイルス感染症の影響 

               により前年を下回っている。家電販売は、白物家電などが堅調であるものの、パソコンなどの 

               需要に落ち着きがみられ、前年を下回っている。乗用車販売（新車登録・届出台数）は、普通 

               乗用車、小型乗用車、軽乗用車いずれも半導体不足の影響により、前年を下回っている。  

  ・生産活動：「持ち直している」 

         生産活動は、供給面の制約が緩和されつつあり、自動車が足下で増加していることなどか 

               ら、全体では持ち直している。業種別にみると、鉄鋼は、設備の稼働停止の影響などから、減 

               少している。プラスチック製品は、スマートフォン向けの受注に弱い動きがみられることか 

               ら、減少している。一方、一般機械は、国内外で需要が持ち直していることから、増加してい 

               る。電気機械は、液晶ディスプレイ向けなどで需要が堅調であることから、増加している。輸 

               送機械は、自動車において、半導体不足による供給面の制約が緩和されつつあることから、足 

               下では増加している。 

 ・雇用情勢：「新型コロナウイルス感染症の影響がみられるものの、緩やかに持ち直しつつある」 

         有効求人倍率は新型コロナウイルス感染症拡大以前の水準と比べて低水準で推移しているも 

               のの、新規求人数が増加しているなど、雇用情勢は、新型コロナウイルス感染症の影響がみら 

               れるものの、緩やかに持ち直しつつある。  

 ・設備投資：「３年度は前年度を上回る見込み」 

        〇製造業では、「生産用機械」、「非鉄金属」などで減少するものの、「自動車」、「その他製造」 

                  などで増加することから、全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

        〇非製造業では、「運輸・郵便」、「その他のサービス」などで増加するものの、「金融・保 

                  険」、「電気・ガス・水道」などで減少することから、全体では前年度を下回る見込みとなっ 

                  ている。 

 ・企業収益：「３年度は減益見込み」 

        〇製造業では、「木材・木製品」、「情報通信機械」などで増益となるものの、「その他の輸送用 

                  機械」、「生産用機械」などで減益となることから、全体では減益見込みとなっている。            

                〇非製造業（除く「電気・ガス・水道業」、「金融業、保険業」）では、「その他のサービス」、 

                  「建設」などで減益となるものの、「小売」、「運輸・郵便」などで増益となることから、全 

                  体では増益見込みとなっている。 

 ・企業の景況感：「『下降』超幅は縮小」 

           企業の景況判断ＢＳＩは、「下降」超幅が縮小している。なお、先行きも「下降」超幅が 

                  縮小する見通しとなっている。  

  ・住宅建設：「前年を上回る」 

          新設住宅着工戸数でみると、分譲住宅、給与住宅が減少しているものの、貸家、持家が増加 

               していることから、前年を上回っている。  

・輸  出：「前年を下回る」 

           県内通関実績（円ベース）でみると、輸出は、鉄鋼、船舶などが増加しているものの、自動 

               車が減少していることから、前年を下回っている。地域別では、アジア、中南米などで増加し 

               ているものの、北米、西欧などで減少している。 

                 なお、輸入は、鉄鉱石、石炭などが増加していることから、前年を上回っている。地域別で 

               は、大洋州、中南米などで増加している。 
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図表３ 広島県の主要経済指標 
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■江田島市の景況 

 

◇中小企業景況調査（令和３年１２月） 

 

 『江田島市の景況は全国及び広島県の情勢を大きく下回っていると思われる。』 

 

 中小企業景況調査より、令和３年１０月～１２月の景況判断状況は次のとおりである。 

 

  ・令和３年１０月～１２月期の広島県の全産業の業況判断ＤＩは▲２５.０であり、全国と比較して、 

   １.７ポイント低くなっている。 

  ・江田島市の数値は１５社分の集計結果であり、参考値としてみていただきたいが、業況判断ＤＩは 

▲５３.３であり、全国値・広島県値より大幅に低い値となっている。 

   

                  図表４ 景況判断状況（全産業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・江田島市１５社分の現在の景況感、設備投資状況は次のとおりである。 

    

        図表５ 現在の景況感           図表６ 2021年10月～12月の設備投資 
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  ・中小企業景況調査では、全国で１８,９１１企業、江田島市商工会では１５社が対象となっている。   

  ・江田島市商工会調査においては、製造業では「製造設備の不足・老朽化」が、建設業では「官公需要の停 

   滞」が、小売業では「仕入単価の上昇」が、サービス業では「材料等仕入単価の上昇」が経営上の問題点 

   の１位となっている。 

 

                   図表６ 経営上の問題点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇保証月報（広島県信用保証協会月報） 

 

 江田島市内事業所の金融保証承諾及び保証債務残高の状況は次のとおりである。 

 

 ・令和３年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証承諾件数は４８件、金額は１,０３８百万円であり、 

前年同月比で大幅に減少している。 

 ・令和３年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証債務残高件数は５０５件、金額は５,２６３百万円で 

  あり、前年同月比で増加している。 

 

                 図表７ 保証状況（江田島市・広島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

        以 上 

 

 

 

 

 

 

１位 ２位 ３位

全　国 原材料価格の上昇 需要の停滞 製造設備の不足・老朽化

江田島市商工会 製造設備の不足・老朽化 需要の停滞 その他

全　国 材料価格の上昇 従業員の確保難 民間需要の停滞

江田島市商工会 官公需要の停滞 民間需要の停滞 その他

全　国 需要の停滞 消費者ニーズの変化への対応 仕入単価の上昇

江田島市商工会 仕入単価の上昇 需要の停滞 事業資金の借入難

全　国 需要の停滞 利用者ニーズの変化への対応 材料等仕入単価の上昇

江田島市商工会 材料等仕入単価の上昇 利用者ニーズの変化への対応 店舗施設の狭隘・老朽化
サービス業

経営上の問題点

製造業

建設業

小売業


